
潰瘍性大腸炎（Ulcerative Colitis：ＵＣ） 
 

 厚生労働省の認定している指定難病は平成 29年、330疾患見られますが、その内、潰

瘍性大腸炎が最多で、年々急増傾向で（Fig.1）、18万人に達しています。 

 

 発症年齢は、男女共に若年層に多いが、ほぼ全年齢層で発症します（Fig.2）。性差はほと

んどありません。 



 

■原因 

 潰瘍性大腸炎（ＵＣ）は、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）に含まれ、原因がはっきりしている

特異的な疾患ではなく、原因のはっきりしない非特異的な疾患のひとつです（Fig.3）。 

 

 



遺伝的素因・環境因子などが、さまざまに絡み合い、免疫学的異常が発生することによ

り、発病すると考えられています（Fig.4a、Fig.4b）。 

 

 

■症状 

 自覚症状としては、下痢・軟便、粘血便等の便の異常、腹痛、体重減少等の全身症状が

見られます（Fig.5）。 



 

また、主な合併症として、腸管合併症（Fig.6）と大腸以外の疾患も併発することがよく

見られます（Fig.7）。 

 

 



 

■診断 

 症状に基づき、大腸内視鏡（大腸粘膜生検も含む）、大腸注腸造影検査等にて、診断しま

す（Fig.8）。 



 
また、病変部位による病型（FIｇ.9）、臨床症状等の病態による重症度（Fig.10）を診断し、

治療の指標とします。 



 

 



活動期の内視鏡所見として、炎症の程度は軽度～強度まで見られます（Fig.11）。注腸造

影検査は、前処置の煩雑さや腸壁過伸展による病勢増悪の可能性もあり、生検（病理診断）

を含めた内視鏡検査による診断が推奨されています。 

 



 

■治療 

 ＵＣの病期として、活動期（炎症が進行中）と寛解期（炎症の落ち着いている期間）が

あり、寛解・再燃を繰り返す場合も、よくみられます（Fig.12）。 

 

 ＵＣの治療は、活動期と寛解期で対応が違います（Fig.13）。出来るだけ早めに寛解導入

にもちこみ、寛解期を出来るだけ長期に維持し、ＱＯＬ（生活の質）を向上させることを

目的とします。 



 

 病型、重症度、活動期・寛解期の病態により治療方針が決定されます（Fig.14a、Fig.14b）。 

 



 

 薬物療法としては、種々の系統の薬剤がみられ、投与方法も様々見られます。同系の薬

剤でも、経口、注射、坐薬、注腸液と、患者のその時々の状況により、使い分けることも

多々あります（Fig.15）。 



 

特に、中等症以上の治療（特にステロイドの適切な使用 Fig.16）および治療難治例の治療

（免疫調節薬および生物学的製剤の併用 Fig.17）が重要です。ステロイドは著効を示す反

面、多岐にわたる副作用も見られます（Fig.18）ので、要注意です。 

 



 

 
 難治例に対し、血球成分吸着除去療法を行う場合もあります（Fig.19）。1回／週、もし

くは 2回／週で、計 10、11回施行可能で、寛解率 50～60％です。 



 

 ＵＣの腸管合併症（Fig.6）が見られた場合や、薬物療法の効果が見られない場合（難治

重症例）、薬物治療（特にステロイド）の副作用が見られた場合は、手術の適応となります

（Fig.20）。手術の目的は、炎症大腸を切除することで、可能であれば肛門温存の回腸嚢肛

門（管）吻合術、肛門温存が無理な場合は永久的回腸人工肛門造設術が行われます（Fig.21）。 



 

 



 原因がはっきりしていませんので、ストレスのかからない様な生活習慣が望まれます

（Fig.22）。 

 

 ＵＣで中等症以上の難治例では、血液成分吸着除去療法や免疫調節薬・生物学的製剤等

の高額な治療が必要となります。中等症以上で、医療費助成を受けられますので、一連の

流れに従って、手続きを早急にしましょう（Fig.23）。 
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